
都城工業高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 建築計画
科目基礎情報
科目番号 0036 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 建築学科 対象学年 3
開設期 通年 週時間数 2

教科書/教材 浅野平八編著：わかる建築学「建築計画」(学芸出版社)ISBN978-4-7615-2526-2, 日本建築学会編:コンパクト建築設
計資料集成(丸善出版)ISBN 4-621-07509-8

担当教員 中村 孝至
到達目標
１）住居、教育施設、展示施設を文化、歴史、制度、施設の現在の問題点など基本的な知識を獲得し、多角的な視点から考察できる。
２）住居、教育施設、展示施設の立地条件など基本的な知識を獲得し、諸施設を与えられた敷地で与条件を抽出・整理できる。
３）住居、教育施設、展示施設の機能構成および各部設計の基本的な知識を獲得し、空間構成や各部空間の計画がができる。
４）住居、教育施設、展示施設の事例を知ることを通じ、現在の各施設のデザインの潮流を考察できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
制度改革や、施設の現在の問題点
など時代の変化に則した知識を恒
常的に得ることができる。

諸施設に係る文化、歴史、制度、
施設の現在の問題点などを秩序立
てて説明できる。

諸施設に係る文化、歴史、制度、
施設の現在の問題点などを分散的
だが知っている。

評価項目2
計画敷地周辺の状況から住宅及び
各施設の計画にあたっての問題点
を挙げることができる。

各施設の計画に必要な一般的な条
件を理解し、計画敷地周辺の状況
から住宅及び各施設の計画に必要
な条件を抽出できる。

各施設の計画に必要な一般的な条
件を知っている。

評価項目3
諸施設の機能構成や各部設計の基
本的な知識をもとに様々な設計目
標に対応した空間計画が可能であ
る。

諸施設の機能構成や各部設計につ
いての知識は得ているが空間と関
連付けられていいる。

諸施設の機能構成や各部設計につ
いての基本的な知識は得ている。

評価項目4
授業で取り上げた作品以外の事例
を知り、それらについて説明でき
る。

授業で取り上げた事例について計
画上の特徴や空間のイメージを知
っている。

授業で取り上げた事例を断片的で
あるが説明できる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 住居､集合住宅、学校建築、展示施設の各建築空間の一般的に望ましいあり方と、その設計計画手法及び必要な検討事項

を理解すること。

授業の進め方・方法 教科書の内容に沿って、パワーポイント使用した授業を行う。授業の前に教科書の該当する箇所を読んでおくこと。授
業中に問題を与えるのでその問題の答えをグループで考え答えをレポートすることを求める。

注意点 レポートは提出期限日までに提出すること。受講前に、教科書および建築設計資料集成を読んでおくこと。また建築の
専門雑誌（新建築、a+uなど）に掲載されている最新事例を図書館などで調べておくこと。

ポートフォリオ
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 授業計画の説明 授業計画・達成目標・成績の評価方法等の説明を聴き
理解する。

2週 １.総論(1) 建築のデザイン･都市空間のデザイン 1. 近・現代建築と「建築計画学」と係り合いを理解す
る。

3週 １.総論(2) 建築計画総論 建築計画の目標を理解する。

4週 １.総論(2) 建築計画総論 建築計画の方法および求められている役割について理
解する。

5週 2. 住居の計画と設計(1) 住宅の歴史および定義と機能
･分類

2. 日本の伝統的住様式と現代住宅の特徴について概略
説明できること。

6週 2. 住居の計画と設計(2) 独立住宅の平面計画・断面計
画

住宅建築の典型的な計画・設計事例を知ること｡計画・
設計に関わる住生活の基本的な知識を理解すること。

7週 2. 住居の計画と設計(2) 独立住宅の平面計画・断面計
画

住宅の基本的な計画手法および各部計画の要点を理解
すること。

8週 2. 住居の計画と設計(3) 独立住宅デザイン例 独立住宅の具体的な設計事例についてPPTで解説。ま
た事例について課題を与える。

2ndQ

9週 前期中間試験 総論・住居の建築計画について理解する。

10週 3. 教育施設の計画と設計(1) 教育制度と学校建築の歴
史と定義

我が国の教育制度と学校建築の歴史と定義を理解する
こと。

11週 3. 教育施設の計画と設計(2) 幼稚園・保育園の定義お
よび概要 試験答案の返却及び解説及びポートフォリオの記入

12週 3. 教育施設の計画と設計(2)  幼稚園・保育園の運営  幼稚園・保育園の運営について理解する

13週 3. 教育施設の計画と設計(3) 幼稚園・保育園の基本計
画

ゾーニング・ブロックプラン・ユニットプランの基本
的内容を理解する。

14週 3. 教育施設の計画と設計(4) 幼稚園・保育園の各部計
画 各室・各部の計画・設計の要点を理解すること。

15週 3. 教育施設の計画と設計(5) 学校の運営方式と平面計
画 学校の運営方式などについて理解する。

16週 前期期末試験 教育施設の歴史と定義及び保育施設の建築計画につい
て理解する。

後期 3rdQ 1週 3. 教育施設の計画と設計(6) 学校の基本計画 ゾーニング・ブロックプラン・ユニットプランの基本
的内容を理解する。



2週 3. 教育施設の計画と設計 (7)各教室の構成要素と計画-
1  各教室の構成要素と計画について理解する。

3週 3. 教育施設の計画と設計 (7) 各教室の構成要素と計画
-2

与えられた条件で各教室を計画し、その方法を理解す
る。

4週 3. 教育施設の計画と設計(8) 事例研究 具体的な設計事例についてPPTで解説。
5週 4. 集合住宅の計画と設計(1) 集合住宅の歴史と現状 集合住宅の歴史と現状を認識すること｡

6週 4. 集合住宅の計画と設計(1) 集合住宅の歴史と現状
(2) 集合住宅の計画・設計の要点

集合住宅の歴史と現状を認識すること｡集合住宅の意義
を認識すること｡

7週 4. 集合住宅の計画と設計(2) 集合住宅の計画・設計の
要点 計画・設計における基本的要件を理解する。

8週 後期中間試験 学校建築の計画及び集合住宅の建築計画について理解
する。

4thQ

9週 4. 集合住宅の計画と設計(3)集合住宅の住戸と住棟の
計画と設計

集合住宅の住棟の平面形式及び断面形式について住戸
の平面形式と断面形式を理解する。

10週 4. 集合住宅の計画と設計(3)集合住宅の住戸と住棟の
計画と設計

集合住宅の住棟及び住戸の計画の課題について考察し
レポートを作成することによって理解を深める、

11週 4. 集合住宅の計画と設計(4) 全体計画、集合住宅のデ
ザイン例-1

美術館建築事例についてPPTで解説し、ま集合住宅の
事例をPPTを用いて解説する。

12週 5. 美術館の計画と設計(1) 美術館の歴史的変遷と機能 美術館の歴史および美術作品の変遷と展示空間の歴史
的な展開について理解する。

13週 5. 美術館の計画と設計(2) 美術館の基本計画、展示シ
ステム

美術館の定義、基本的な機能について理解する。また
機能構成および動線計画について理解する。

14週 5. 美術館の計画と設計(3) 美術館の各部設計 美術館の各部についての設計の要点を理解する。

15週 5. 美術館の計画と設計(4) 美術館建築事例とデザイン
手法

美術館建築事例についてPPTで解説し、また課題につ
いて考察しレポートを作成することによって理解を深
める、

16週 学年末試験 集合住宅及び美術館の建築計画について理解する。
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

専門的能力 分野別の専
門工学 建築系分野 計画・歴史

居住系施設(例えば、独立住宅、集合住宅など)の計画について説
明できる。 3

前5,前6,前
7,前8,前
9,後5,後
6,後7,後
8,後9,後
10,後16

教育や福祉系の施設(例えば、小学校、保育所、幼稚園、中・高
・大学など)あるいは類似施設の計画について説明できる。 3

前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,前16,後
1,後2,後
3,後4

文化・交流系の施設(例えば、美術館、博物館、図書館など)ある
いは類似施設の計画について説明できる。 3

後11,後
12,後13,後
14,後15,後
16

建築計画・設計の手法一般について説明できる。 3 前1,前2,前
3,前4

評価割合
試験 レポート 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 100
基礎的能力 50 10 0 0 0 0 60
専門的能力 20 5 0 0 0 0 25
分野横断的能力 10 5 0 0 0 0 15


